Who killed Cock Robin？
ダレガコマドリコロシタノ？
　　　（都提出用脚本バージョン）
杉並区立泉南中学校脚本
　　　作・こばやし　まどか（杉並区立松溪中学校）
時代　１９４５年　日本沖縄南部　
　
　みさき　真面目な副級長。島の出身。　１５歳。
ゆりこ　責任感の強い軍人の娘。　１５歳。
さくら　綺麗なものが好きなおしゃれな娘。１４歳。
　こもも　歌が得意。班の中では学年が下。Ⅰ３歳。
　こまこ　小柄なしっかり者で級長だった。脚に被弾した。１５歳。
　乙女たち１～４　群読を行う。
１　一体誰が殺したの？

　暴風雨の音の中、幕が開く。中は暗く、４人の少女はシルエット。
群読の乙女たち１～４がＬＥＤのろうそくを灯し、上に掲げる。
乙女１　誰が殺したのコマドリを？

乙女２　それは私よ　コマドリを

乙女３　私の弓で

乙女４　私の矢羽根で。
４人　　私が殺した、コマドリを。

乙女２　誰が見つけた？　コマドリの亡骸？

乙女１　それは私よ　コマドリを

乙女３　私のこの目で
乙女４　ちいさなこの目で

４人　　私が見つけた、その遺体

　　再び暴風雨の効果音。　乙女たちがゆっくりと灯を置くと、舞台が明るくなり、大黒に中幕を半分までひいた狭い舞台が浮かび上がる。
　狭い洞窟（ガマ）の中。象徴的に箱や椅子などがあってもよい。

　端に死体が入っている袋（テントの骨組みを入れているような袋）が転がる。
　朗誦後、乙女たちは静かに退場。不気味な暴風雨の音。
２　一体誰が見つけたの？

　乙女たちと入れ違いに、みさきが絹を引き裂くような悲鳴と共に奥から転げるように走ってくる。

みさき　みなさん、みなさん、大変ですわ。
ゆりこ　どうしたの一体。少しは静かに寝かせていただけない？
さくら　眠いぃ。どしたのでありますか。みさき先輩。
こもも　やっと先ほど休んだばかりなのですのに。そんなに慌てられて。
ゆりこ　何事ですの。明日早くこのガマを出なくてはいけないから早く休めと言ったのはみさきさんですのに。

みさき　こ、駒子さんが。
ゆりこ　駒子さん？　（ぎょっとする）……駒子さんがどうかなすったの？

さくら　ロビンの君に何か？

こもも　級長さんが？　（３人、それぞれ起き上がってみさきの側に寄る）
ゆりこ　駒子さんは、怪我の手当てをして、奥でお休みのはずでしょう？

さくら　ちょっと、みさき先輩、落ち着いてください。何があったのですか？

みさき　駒子さんが……、駒子さんが。駒子さんが、……な、亡くなっているのです。
ゆりこ　なんですって？（４人、驚いてみさきの周囲に集まる）
さくら　え？

こもも　どういうこと？

さくら　あたし、行ってきますわ。信じられない。そんな。
みさき　（さくらをひきとめる）駄目、さくらさん。さくらさんは見に行かない方がいい！

さくら　だって、え、ロビンの君は夕方までしっかりなさってたじゃないですか？

こもも　そうよ。お怪我はなさったものの、気丈にふるまわれておりましたわ。

みさき　それが……先ほど、見に行ったら……。
こもも　亡くなっていたというのね。どうして？
ゆりこ　まさか、ご自分で？
さくら　そんな！

こもも　めったなことをおっしゃるものじゃないわ。

ゆりこ　だって、駒子さんは誇り高き帝国軍人の娘ですもの。みなさんの足手まといになるかもしれないと思ったら、ご自分で命を断とうと思うかもしれないわ。
みさき　憎き敵兵の狙撃で足をやられたとはいえ、私たちが一緒なら基地に帰ることはできるはずなのに。

さくら　そうよ。自分で死ぬなんて、そんな馬鹿なことがあるわけないじゃない。
ゆりこ　『馬鹿なこと』って何よ。
さくら　生きなくちゃ。こういうときは、どんなときだろうが、生き伸びなくちゃいけないわ。

ゆりこ　でも、捕虜になるくらいなら、……わたくしなら、死を選ぶわ。

みさき　やめて、ゆりこさん。

こもも　ねえ、本当に級長さんは亡くなったの？
みさき　どういうこと？
こもも　もしかしてだけど、もしかして、……殺された、んじゃなくて？

ゆりこ　なんですって。

こもも　どなたかが、その。
さくら　やめてよ。
みさき　この中に駒子さんを殺めた人がいるとでも言うの？

ゆりこ　冗談じゃないわ。
こもも　だって、級長さんはご自分で命を断たれるような方じゃないし、夕方に早めにお休みになる時には、お顔の色は悪かったけれど出血も止まっていたし、お気持ちはかなりはっきりしていらしたわ。
さくら　そうよ。脚に敵の弾を受けたとはいえ、傷口もしっかり縫合したのだし
ゆりこ　ええ。麻酔もなしにわたくしが縫合したときも声一つ立てず立派なご様子でしたわ。
こもも　そうよ。そんな級長さんが自分で死なれるわけがないわ。だから……級長さんが……駒子さんが、誰かに殺されたというのなら、わかると言ったの。
ゆりこ　でも。今この壕にはわたくしたちしかいないはずでしょう
みさき　そうよ。私たち、狙撃されてお怪我をした級長さんをお連れして、この壕に逃げて来て、今は生きている兵隊さんたちもいらっしゃらない。
さくら　死んでいる兵隊さんは３人もいらっしゃるけどね。はっ、重いったらないわ。
ゆりこ　さくらさん、そんな言い方なさってはいけないわ。お国のために死んでいった方たちにむかって、なんてことを言うの。
さくら　はぁ？　だって言いたくもなるじゃない。死んで、腐る前に埋めるのだって一苦労よ。死んだら重いし臭いし、豪の近くにはもう埋める場所もないし。

ゆりこ　さくらさん、おやめなさい！

さくら　はいはーい。でもね、死んだ兵隊さんのために、私たちがこの嵐の中、基地から離れて危険な目に遭うのはおかしいと思うわ。それだけのことよ。事実、駒子さんが足を鉄砲で撃たれて。
みさき　天気が悪くなってきたのは、誰のせいでもないわ。

ゆりこ　駒子さんが被弾したのは、すべて憎むべき米兵のせいよ。

さくら　この時期この沖縄に台風がくるのは分かりきっていることじゃない。
こもも　ねえ、兵隊さんはもうそのあたりに埋めて、早く戻りましょうよ？

ゆりこ　外は暗いから、今のうちに行って埋めて来ましょうか。今なら敵にもみつからないかもしれないわ。
さくら　この天気の中で？　外は暴風雨よ。沖縄の夏はいつもこう。

みさき　駒子さんはどうするの？

さくら　みさき先輩のおっしゃった恐ろしいことがもし本当でも、駒子さんをお一人にはできないわ

こもも　私がここに残りましょうか？

さくら　３人だけで穴を掘って３つの死体を埋めるのは大変よ。

ゆりこ　いや、そもそも本当に駒子さんは本当に亡くなったの？　みさきさん、貴女の見間違いじゃなくて？

さくら　悪い御冗談なのよね？　ねえ、冗談だとおっしゃってくださいな。
みさき　ああ、それだったらどれだけよかったでしょう。

ゆりこ　わたくし、行って見てきますね　（気丈に立ちあがり、奥へ移動）

３　一体誰がお墓を掘るの？

　ゆりこを見送る3人。乙女たちの朗誦。
（間が開かないように、事前に出ていてもよい）
乙女４　誰が掘るのよ　お墓の穴は

乙女３　それは私よ、コマドリを

乙女２　私のシャベルで

乙女１　小さなシャベルで

４人　　私は掘るの、お墓の穴を　

（４人の乙女達は朗誦が終わった後は再び押し黙り岩になるかもしくは退場）

こもも　どうして…。確かに、足におけがをしたとはいえ

さくら　ねえ、あの運んできた兵隊さんの死体

みさき　兵隊さんの死体がどうしたの？

さくら　まさかだけど、まだ生きていて、駒子さんを殺したってことは…ないわよね？
こもも　いやぁあ！
みさき　さくらさん。言っていいことと悪いことがあるわ。
さくら　だって。このガマには他に人は入ってこられないし、私達は一緒にいたのだし。
こもも　では、やはりゆりこさんがおっしゃるとおり、級長さんがご自分で？
さくら　だから、そんなわけないわ。ロビンの君が自分で亡くなるだなんて

こもも　だったら！　やっぱり誰かが、級長さんを……殺した、とか。
みさき　ちょっと待って。それじゃ私たち４人の中の誰かが駒子さんに手を掛けたってことになるじゃない。
こもも　兵隊さんの死体以外には、この壕に私たちの他誰もいないんだよ？

みさき　まさかとは思うけれど、奥にアメリカの敵兵が潜んでいる可能性は？

さくら　それはないと思う。私、最初に全部調べてから駒子さんを運んだもの。

こもも　じゃあ、やっぱり、私たち４人と駒子さんしかここにはいないはずなのね。

みさき　……生きている人間はね。

こもも　え？
みさき　あの兵隊さんの死体袋、本当は中身、生きているってことはないわよね。

さくら　そうよ。ねえ、そもそも、本当に死んでいるの？

みさき　ちょ、やめてよ。冗談じゃない

　奥からゆりこが帰ってくる。顔色が悪い。
みさき　ゆりこさん

こもも　どう…でした？

ゆりこ　みさきさんのおっしゃる通りよ。駒子さんは…（顔を覆う）

さくら　どうして！　一緒に帰りましょうと夕方までおっしゃっていたのに！

みさき　お怪我の具合がよくなかったのかもしれないわ

こもも　でも、だからって

さくら　死ぬ事なんて、ないのに。

ゆりこ　でも、実際のところ、兵隊さんたちを埋めて、この天候が悪い中、怪我をした駒子さんを連れて全員が無事に帰れる可能性はあまり高くなかったかもしれないわね。
さくら　なんてこと言うの！　あたしは、駒子さんを、ロビンの君を背負ってでも帰る！
ゆりこ　ああ、さくらさんは駒子さん贔屓でしたからね。

さくら　なんですって！　どなたが倒れられても、私は同じように主張いたします！

みさき　喧嘩はおやめになって！

こもも　…（話を変えようとして）そういえば、なんで級長さんはロビンの君と呼ばれてらっしゃるの？

みさき　駒子さんは学校で普通に勉強をしていたころ、英語が得意でいらしたの。

さくら　私、小学生のときに一女の発表会を聞きに行ったことがあるの。駒子さんが、それは美しい発音でマザーグースの歌を暗唱なさっていたのよ。うっとりとしたわ。あたし、絶対にこの学校に進もうと決めたの。
ゆりこ　敵国の詩ですけれどね。

みさき　マザーグースの歌にコマドリのお歌があるの。

こもも　コマドリ。

　生きている４人による朗誦。優しい声で。（照明、やや明るくしてもよい）
みさき　誰が殺したの？　コマドリを？

ゆりこ　それは私よ　コマドリを

さくら　私の弓で

こもも　（ああ、知っている！という様子で）私の矢羽根で。

４人　私が殺した、コマドリを。

こもも　不思議なお歌ね。
さくら　そう。英語でコマドリのことをコックロビンと呼ぶのですって。

こもも　コックロビン、愛らしいお名前！　だからロビンの君とおっしゃるのね。

さくら　いつか、平和になったら、英語を使う国に行きたいとおっしゃっていたわ。
ゆりこ　敵国ばかりだけれどね。

みさき　英語はゆりこさんも　おできになられたじゃない。

さくら　そうなんだ？

みさき　ええ。学年でも一、二を争うお二人だったのよ。（懐かしそうに笑う）
ゆりこ　敵国の言葉が分かれば、相手が何を考えているか分かりますからね。

さくら　女スパイね。

みさき　あら。ゆりこさんは学校の先生になりたいんですわよね。

こもも　そうなの？

ゆりこ　そんな、叶うかどうかなんてわからない夢よ。くだらないわ。

みさき　いいえ。くだらなくなんて、ないわ。

さくら　そうよ。似合ってると思うけどな。へえ、ゆりこさんなら、ずいぶん厳しい女先生になるんだろうね。

みさき　まあ、さくらさん！

ゆりこ　私なんかより、学校の先生は駒子さんの方が向いているわ。

みさき　ああ……そう、ですわよね。

さくら　駒子さんはお優しいから下の学年の皆にも慕われていて。

みさき　そうだわね。
こもも　級長さんならどんなお仕事でも立派にやり遂げられますわ。

みさき　そうね……。そうなのに……。

さくら　そんな駒子さんが…そんなロビンの君が！（急に取り乱す）
みさき　落ち着いて、さくらさん。

さくら　落ち着いていられるわけないわ。駒子さんよ？　あのみんなの駒子さんよ？　むしろみんなこそなんで落ち着いていられるの？　あたしはまだ信じられない、駒子さんが……、駒子さんが、死んだ、なんて。そんな恐ろしいことが起こったっていうのに、どうしてみんなそんな平気な顔をしているの？　
こもも　平気なんかじゃないよ！

ゆりこ　でも……ただ、みんな、慣れちゃったのよ。
みさき　ああ……そう、かも。
こもも　慣れ……た？

さくら　ちょっと！　しっかりしてよ！　慣れるわけ、ないじゃない。兵隊さんたちが死ぬのとは違うんだよ？　駒子さんは友達じゃない！　あたしは嫌だ。あたしは人の死に慣れたくなんか、ない。慣れたりなんかするもんか。吐いても、きつくても、目をつぶらずに見据えてやるわ。
こもも　さくらさん。

ゆりこ　わたくしたちだって慣れたくて慣れたわけじゃないわ。
みさき　でも、兵隊さんの死には慣れないと、わたくしたちが壊れてしまうじゃないですか。
こもも　……それは、そうだよね。
ゆりこ　兵隊さんたちが死んでいくのは、さすがに、慣れちゃったわよ、ね。
みさき　仕方ないことですわ。だって毎日麻酔もなしで何十人もの手足を切り落として、殺してくれって叫ぶ兵隊さんたちを押さえつけているのですもの。
さくら　……。こんなのを、地獄、っていうんだろうね。
ゆりこ　この非国民！　（さくらを平手打ちする）
さくら　なにすんのよっ！　
みさき　二人とも、やめてっ！

こもも　大きな声出さないで！

みさき　ねえ、二人とも喧嘩しないで。わたしたちだって、友達の死にまで慣れたわけじゃないのよ。でも、ただ、兵隊さんが死んで行くのは、慣れないと、辛い。

みさき　……こちらでも、勉強できると思ったんだけどねえ。

ゆりこ　わかるわかる。わたくしなんて、制服を持ってきたんだから。

こもも　本当に？　ずいぶんかさばったでしょう？

ゆりこ　それどころか、教科書に帳面も持ってきたのよ。重かったわ。ふふっ。
こもも　ゆりこ先輩、真面目でらっしゃるから。

さくら　こちらに動員されてから、制服を着る事なんてついぞなかったけどね

みさき　……そうね。毎日こんな格好ばっかり。
さくら　早くきれいなお洋服が着たいわ。

みさき　早くたくさんご本を読みたい。

ゆりこ　いつか思い切り運動がしたい。

みさき　ゆりこさんは脚が速いから。

ゆりこ　みさきさんだって、球技となれば学年で敵う人がいないじゃない。

さくら　さくらは、体育苦手。
こもも　変だね。勉強、したいなあ。あのころは、勉強なんて大嫌いだったのに。

みさき　わかる、よ。

ゆりこ　いくらでも自由に時間を使えるように、いつか、なるのかな。

こもも　勉強……したいなあ。

さくら　あたしは今も勉強なんざ、嫌いだけどね。

こもも　ふふ。さくらさんらしいですわね。……なんであのとき、私もっと一生懸命勉強してなかったんだろう。

ゆりこ　そうですよね。なんでもっと、本を読んだり、勉強したり、いろんなこと、やっておかなかったのかしら。

さくら　そりゃ、動員先がこんな地獄だなんて知らなかったからね。

ゆりこ　さくらさん。まだそんな言い方……。

さくら　だってそうじゃない。大きな声で歌も歌えず、好きな服も着られないで毎日毎日暗くて暑いガマの中で、血と膿と死んでいく兵隊さんの匂いの中で、薬も何も足りなくて、傷口に沸く蛆虫を毎日ピンセットで取って、死んだらこうして埋めに来て。これが地獄じゃなくて、なんなの？

こもも　……さくらさん。

　みさき、ついっと立ち上がり、奥に向かう。

ゆりこ　みさきさん、どこへ行くの？

みさき　駒子さんの髪を整えてきます。櫛を持っていたことを思い出しましたから。

ゆりこ　櫛……か。そういえばわたしも持ってる。使ったためしがないけどね。

こもも　わたし、カガミ持ってる……。　使わない、か。あはは。
ゆりこ　私もご一緒するわ。
　ゆりこ、小さく微笑んでみさきと一緒に奥に向かう。年少の二人が残される。
　こもも、鏡を覗き込む。汚れた自分の顔を見て、泣きそうになり、顔をこする。
さくら　……こんなの、おかしいよね

こもも　おかしいよ。でもそれは言ってはいけないこと、なんだよね、さくらさん。

さくら　どうして？

こもも　どうしても。

さくら　こももさんやゆりこさんは軍人さんのご家族だから、そう考えるのよ。……あたしは違うもの。

こもも　さくらさん。おうちは関係ないわ。

さくら　関係あるもん。さくらは、死にたくない。

こもも　さくらさん。

さくら　死にたくない。何があっても、さくらは生き残りたい。生き残って、おいしいごはんをおなかいっぱい食べて、綺麗なお洋服や綺麗な音楽を聴くの。
こもも　……そうね。さくらさんは、日本が戦争に勝ったら、綺麗なお洋服を作られるんでしょう？

さくら　そうよ。戦争が終わったら、きっとそういうものが流行すると思うの。だって、皆、きっと綺麗なものを欲しがると思うもの。こんな地味なのじゃなくて、色とりどりのおリボンや、ブラウスを着て、歌を歌って、町を歩くのよ。
こもも　うん。わかる。そうよ。だから元気を出して。さくらさんは手先が器用だし、学校でも一番御裁縫がお上手だし、きっと日本中の女の子が、さくらさんの作られたお洋服を欲しがる日が来るわ。

さくら　こももさんは、将来の夢とか、おありになるの？

こもも　え……。
さくら　あるんでしょ。ね、教えてよ。誰にも言わないから。

こもも　でも、恥ずかしいし。

さくら　当ててみせましょうか。少女歌手じゃないかしら。

こもも　まあ。

さくら　こももさんはお歌が特別にお上手ですもの。学校で一番きれいなお声で歌をお歌いになるわ。

こもも　わたしなんて、そんな。

さくら　いいえ。先生方もいつも褒めていらっしゃるじゃない。夜に、おひとりでそっと歌っているときがあるのを、あたし、知っているのよ。
こもも　やだ、恥ずかしい。

さくら　いいじゃない。実際にお上手なんだから。どんどん自慢をなさればいいのに。それにあたし、こももさんの声、大好きよ。

こもも　……。

さくら　（もう一度、確認するように）大好きよ。
こもも　誰にも遠慮をせずに、大きな声で好きな歌が歌えればいいのに。
さくら　……そうね。

こもも　大丈夫よ。いつか、そんな日がくるわ。
さくら　うん。……でも……その日が来るのって、いつ？
こもも　……。

さくら　ねえ、いつ？　それが明日なら、我慢できる。それが明後日なら。ううん、何日後でもかまわない。この戦争が終わる日がわかっているっていうなら、日本が勝つ日まであと何日か、誰か教えてくれるっていうなら、我慢できる。でも。

こもも　うん。

さくら　こんな日があとどれくらい続くのかわからないのが、怖い。

こもも　……。

さくら　だから、駒子さんは死んでしまったのかしら。

こもも　……。

　乙女たちの朗誦。（舞台が途切れないように。途切れるようならカットでも）
乙女１　誰が歌うの、弔いの歌は

乙女４　それは私よ、歌を歌うわ

乙女３　ガマの岩々、その中に止まり

乙女２　みんなで歌おう　弔いの歌を

４人　　皆で歌おう　弔いの歌を　　　　　（乙女たち、退場）
　４　誰が歌うの、弔いの歌は

　こももが答えられないままでいると、奥からみさきとゆりこが帰ってくる。

ゆりこ　駒子さん、綺麗になったわ。

みさき　お顔を拭いて、髪を綺麗に整えてきました。

ゆりこ　もう暗いから、明日陽が昇ったら、もう一度綺麗にいたしましょう？

さくら　会いに行ってもいい？

ゆりこ　いいえ。明るくなってからにしましょう。もう壕の奥は真っ暗だから。

こもも　兵隊さんを、埋めてきてしまいましょうか。

ゆりこ　この天気だから、それも明日にしましょう。まだ匂わないはずですもの。

さくら　（ぎょっとして）ねえ。ゆりこさん、みさきさん、もしかしてお二人は駒子さんもこのあたりに……あの兵隊さんたちと同じように埋めてしまわれるおつもり？

みさき　さくらさん

さくら　いやよ。まさか。冗談でしょう？　こんな、何にもないところで。駒子さんがさびしすぎるわ、そんなこと。

ゆりこ　でも、連れて帰るわけにはいかないわ。

みさき　連れて帰っても、それこそ基地の近くにはもう、埋める場所もないのよ。

さくら　嫌よ。嫌に決まっているでしょ？　ねえ、こももさん、なんとか言って！

こもも　わたしは……。
ゆりこ　級長の駒子さんがいなくなった以上、この班は副級長だったみさきさんの指示を仰ぎましょう。みさきさん、貴女のお考えはどう？　おそらくわたくしと一緒だと思いますけれど。駒子さんのご遺体は、ここに埋めるべきですわよね。
みさき　……。

さくら　え、やだ、やだよ。駒子さんをここに、あの兵隊さんたちと一緒に、あんな、よく知らない兵隊さんたちとなんかと一緒に捨てるなんて、さくら、絶対に嫌。

こもも　さくらさん、そんなの、みんな嫌に決まっているわ。こももだって嫌よ。
さくら　ねえ。本当は、駒子さんは亡くなっていないのではなくて？

こもも　そうですわ。級長さんは私たちに迷惑をかけないように、死んだふりをなさっているだけなのではなくて？

ゆりこ　それはない。残念だけど……それはないわ。
さくら　あたし、やっぱり確認してくる！　この目でみないと信じられない！

みさき　さくらさん！　ダメですってば！
　さくら、みさきたちに押しとどめられる。
さくら　……ねえ、あの奥の袋に入っている兵隊さんの死体の袋。
ゆりこ　それがどうかしたの？

さくら　それ。確かに、死んでいるのよね？
こもも　やめて。当たり前じゃない。

ゆりこ　そうよ。何を言っているの

さくら　だって。ほかに考えられないじゃない。開けて確認はした？
こもも　どういうことよ。
さくら　あの袋の中、確認したの？　本当に、死んでる…の？

（４人、不気味そうに袋の方向をながめる）
みさき　とっくに死んでいるに決まっているわ。重かったもの。生きていたらもう少し軽いはずだから。

ゆりこ　そうよ。気味の悪いことを言わないで。

さくら　じゃあ、やっぱり、このなかの誰かが、級長さんを邪魔だと思って、動けない駒子さんを、殺したんじゃなくて？

ゆりこ　ちょっと、まだそんなことを言ってるの？

みさき　さくらさん、やめましょう。誰かが駒子さんを殺しただなんて恐ろしいことを！

こもも　お願い、さくらさん、やめて。お願い。
ゆりこ　いい加減にしなさいよ！　あんた、私を疑っているんでしょ？　はっきりいいなさいよ！（立ちあがってさくらの胸をどんと突く）
さくら　そんなことゆってないわ。

ゆりこ　わかってんのよ！　さっきから黙ってきいてりゃグチグチグチグチと！確かに私は駒子さんとは仲が良くなかったわ！　でも、だからって殺すわけ、ないでしょう？　それとこれとは全然わけが違う！
さくら　だから、そんなことゆってない。

ゆりこ　第一、それを言ったら、さいしょにみつけたみさきがあやしいでしょ？

みさき　え？　私？

ゆりこ　そうよ。私たちが横になったあと、誰にも言わずに駒子さんの様子を見に行ったことも怪しいし、そのときなら、やろうと思えば寝ている駒子さんを手にかけること、できるわよね。体格だって私たちより大きくて運動もできるし、やろうと思えば人一人くらいなんとでもできるわよね。
みさき　そんな、ひどい！　私がそんなことするわけないじゃない！
ゆりこ　昔から、第一発見者ってのは一番怪しいのよ。みさきが犯人なら、全部つじつまが合うわ。

こもも　でも、みさき先輩が見に行ったときには、級長さんはすでに亡くなっていらしたんでしょう？

ゆりこ　ええ。

こもも　だったら、夕方早めに休んだ級長さんのそばには、私たち４人とも、行くことはできたはずよ。さくらさんのおっしゃっている仮説が本当なら、級長さんを殺すチャンスは全員にあったってことになる、わ。
さくら　あたしは違うわよ！　ずっと、ここにいたもん！　奥には一度も行かなかった。おなかもすいてたし、動く気にもなれなかったから！

こもも　それ、証明できないよね。

さくら　ええ……と、でも、誰かとはいつもいたと思う、よ？

こもも　用を足すために、全員幾度かはここを離れたわ。
さくら　そりゃ……。

こもも　やはり、私たち全員、やろうと思えば級長さんを殺すこと、できたんです。

ゆりこ　あーあ！　ちょっと待って！　一旦整理しましょう！

　4人、座り直す。

みさき　わかったわ。……午後３時ごろ、駒子さんは被弾。私たちはそのままこのガマに避難、緊急の外科手術を行った。

さくら　中に入る前にあやしい人間がいないことは私が確認したわ。
ゆりこ　手術が終わったのは７時前くらいかしら。

みさき　日が沈むころだから、そのくらいだわ。かなり暗くなっていたから、手元がおぼつかなかった。私が、もっと手早くできればよかったんだけれど。
ゆりこ　お友達を縫うんですもの。誰だって手元が震えるわ。

こもも　級長さんを奥に休ませて、私たちはこちらで眠ることにした。

さくら　天気は日没からどんどん悪くなる一方だったからね。

みさき　ひどい雨。駒子さんが怪我をすることがなければ、こんなに天候が悪くなるまえに兵隊さんを埋めて、基地まで帰れたものを。

さくら　それから、私たちはすべての行動は明日にすることにして、……休んだ。

ゆりこ　みさきさんの声で目が覚めるまでね。

こもも　今、何時くらいなのかなあ。

みさき　さあ。

ゆりこ　それより、明日お日様が昇るのかどうかさえわからないわ。

こもも　やめて。なんでそんなこと言うの。

さくら　よしなよ。こももさんが怯えてるじゃない。

こもも　やっぱり、この中のどなたかが、級長さんを殺したのよ。きっとそうよ。そうとしか考えられないわ。誰よ！　誰が、級長さんを殺したの？

４人　一体誰が殺したの？　可愛そうな　ああ、コマドリ。

　にらみ合う４人。突如、ゆりこが笑いだす。

ゆりこ　あははははは！

みさき　ゆりこさん、どうなさったの？

ゆりこ　だって、おかしいわ！　おかしいでしょ、こんなの！　笑うしかないじゃない。この島はもう本土から捨てられたの。みなさんだってもう、気が付いているんでしょう？　なんであんなに薬が足りないの？　どうして本土から応援は来ないの？　
みさき　ゆりこさん！
ゆりこ　どうしてあんなに人が死ぬの？　あとからあとから、腕や足を私たちが押さえつけて切り取って泡盛で消毒して、それでも死んで、こうして埋めなくちゃいけないの？　それでも銃弾はやまなくて、駒子さんが撃たれて。駒子さんが何をしたっていうの？　駒子さんが……。
みさき　ゆりこ、さん。

ゆりこ　何を信じればいいの？　お国を信じていていいの？　誰を信じればいいの？　先生の言う事？　軍人さんの言う事？　

さくら　自分を、信じるしかないんだよ。
ゆりこ　はっ！　その信じる自分がないから叫びたくなっているんじゃない！

こもも　……そうだね。

ゆりこ　そのうえ、駒子さん殺しの嫌疑までかけられて、やってられないわ！　馬鹿らしい！
みさき　私たちの中に駒子さんを殺した犯人がいるなんて、そんなことどなたも本心から思ってなんかいないわ。ね、こももさん。そうでしょう？　ゆりこさんに謝って？　……こももさん？
こもも　なんで私がそんなこと言うかって？　……級長さん、私に頼んだの。『皆さんの足手まといになるくらいだから、どうか殺してください』って。
　4人、驚愕する。

みさき　なんですって？

さくら　それ、本当？

ゆりこ　いつの話？

こもも　縫合が終わって、駒子さんにお休みなさいを言いに行ったとき。もちろん私、そんなことできないって、恐ろしくなってそばを離れてすぐここに来たわ。……でも。

ゆりこ　『でも』？

こもも　ここにいる４人全員に、駒子さんは同じことを頼んだのかもしれない。いや、たぶん頼んだのだと思う。

３人　……。

こもも　だとしたら、私を含め全員が、級長さんの頼みを聞いて、駒子さんを殺した可能性がある。

ゆりこ　……なるほど、あなたにしてはすごい推理よね。

こもも　推理だなんて。

ゆりこ　じゃあ、教えてあげる。
こもも　ゆりこさん？

ゆりこ　……一生、墓場まで、持っていこうと思ってたけど……。そこまで疑われてちゃ、しょうがないわ。

みさき　ゆりこさん、貴女……何を知ってるの？

ゆりこ　……駒子さんは、自決なさったのよ。

さくら　自決？

ゆりこ　自殺のこと。駒子さんは、覚悟をきめていらしたわ。私にも、殺してほしいと頼んできたけど、私も、断ったの。でも、駒子さんは、……駒子さんは、あの足ではもう一度敵に見つかったら逃げ切れないこと、自分をかばって私たちが巻き添えになることを恐れていたわ。
みさき　でも、そんな。

ゆりこ　ああ！　だから言いたくなかったのよ！　駒子さんは、私が目を離したすきに……、いや、でも本当は、私たちの中の誰かが、駒子さんに頼まれて……。
　ゆりこ、あえぐようにつぶやく中、暗転。ＢＧＭ。

５　哀れなコマドリ　そのお葬式の鐘
乙女１　高峰みさき、県立高女３年生、１５歳。
乙女２　石垣島出身。　

乙女３　国語が得意だった。また、絵を描く事が好きで、学校の代表に選ばれたこともある。体格がよく体育も得意で、バレーボールの選手だった。副級長としてクラスを支えた。

乙女４　真栄寺にて死亡。死因不明。

乙女１　与儀駒子、県立高女３年生、１５歳。
乙女２　那覇市出身。
乙女３　物静かで小柄だったが、しっかりとした性格で級友からの信頼も厚く、外国語を初め諸般成績優秀で級長として活躍していた。
乙女４　第一外科勤務中、右足に被弾、出血多量によるショック死。

乙女１　サクモトコモモ、県立高女１年生、１３歳。
乙女２　浦添市出身。
乙女３　目の綺麗な優しい少女だった。歌唱力にすぐれ、美しい高音で歌を歌った
乙女４　死亡時期及び死亡現状ともに不明、一族全員行方不明。

乙女１　前田さくら、県立高女２年生、１４歳。
乙女２　玉城（たまぐすく）市出身。

乙女３　おしゃれで快活、明るい性格で、上級生にもはっきりとものを言う芯の強さがある少女だった。裁縫が得意で、よく自作のリボンを身に着けていた。
乙女４　アメリカ軍によるガス爆弾投下の際、即死。

以下、ＢＧＭとともにランダムに４人が重ねて喋る。
徐々に不協和音になってもよい。
乙女１　徳田節子、県立高女１年生、１３歳。
乙女２　珠寄秀子、県立高女２年生、１４歳。
乙女３　宮本芳子、県立高女２年生、１４歳。
乙女４　神里洋子、県立高女３年生、１５歳。
乙女１　波照間島出身

乙女２　宮古島出身

乙女３　糸満市出身

乙女４　宜野湾市出身

乙女１　兄弟が多く、島に帰って医者になる夢があった。

乙女２　几帳面な性格で、数学を得意としていた。

乙女３　親切な性格で、よく級友に家から持ってきた食事をふるまっていた。

乙女４　書道が好きで、特にかな文字に優れていた。

乙女１　８月２２日、疎開船対馬丸にて撃沈され、死亡。

乙女２　７月９日ガス投下され、２４日、死亡。

乙女３　第一外科勤務、８月２５日、腹部に被弾、２９日死亡。
乙女４　死亡時期及び場所、状況共に不明。
　暗い中、音楽が流れる。４人の少女はオープニングを思わせるシルエット。

みさき　…誰が殺したの駒鳥を？

ゆりこ　どうして死ななくてはいけなかったの、コマドリは？
さくら　駒鳥はなぜ
こもも　駒鳥は誰が
４人　駒鳥はなぜ死ななくてはならなかったの？
みさき・乙女１　空の上から　全ての小鳥が
こもも・乙女４　ためいきついたり　すすり泣いたり
さくら・乙女３　みんなが聞いた　鳴り出す鐘を
ゆりこ・乙女２　かわいそうな駒鳥の　
みさき・乙女１　お葬式の、その鐘を　
８人　誰が殺したの、駒鳥を？

　鐘の音と、爆撃機の音。騒音を思わせるＢＧＭが大きくなる。

　ＢＧＭ、ぶつりと切れる。
みさき　あれから７０年が経った。でも、わたしたちは、誰かに勝手にこの島を終わらせない。

――　絶対にだ。
　照明、赤。

　顔を上げ、何かをにらみつける少女たち。

　幕。
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